体罰裁判の問題点と体罰根絶への課題 : 体罰の不条理と教育の条理 by 入澤 充




Problems of corporal punishment trials and issues 
to eliminate corporal punishment
‒Absurdity of corporal punishment and the educational court‒



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 （2） 　例えば、朝日新聞2017年12月 1 日「足利工大附高で暴行　バレー部コー
チ、部員蹴る」。スポーツ報知2017年12月 8 日「北海道栄野球部監督、体




























岡 3 カ月の重傷 容疑で捜査（朝日新聞2018年 1 月31日）、〈愛知県教委〉教
諭が体罰、停職 6 カ月　児童 9 人に繰り返す（毎日新聞2018年 2 月 9 日12
時21分配信）等の報道もある。最近の判例では小学校教員が暴力行為等処
罰に関する法律違反に問われ、懲役 1 年、執行猶予 3 年の実刑判決を受け
たものもある（名古屋地裁豊橋支部平成30年 6 月28日判決）。 
 （5） 　大久保真紀「スポーツと体罰「殴られて強くなる」はウソ」（朝日新聞2013







 （9）　兼子仁『入門教育法』（エイデル研究所、1989年第 5 版、25頁）。 
 （10） 　本事件は、昭和55年 1 月16日に被告人であった中学校教師に罰金 3 万
円の判決を出した水戸簡易裁判所判決を被告人が不服として控訴した東






























 （14） 　入澤 充「スポーツ部活動中体罰のスポーツ法・教育法的分析」（日本教育
法学会年報44号、2015年、104頁以下）。 
 （15）　江森一郎『新装版　体罰の社会史』（新曜社、2013年、256頁）。 


















 （19） 　福岡高裁平成29年10月 2 日求償権行使懈怠違法確認等請求控訴事件判
決（原審、大分地裁判決平成28年12月22日）。さらには平成23年 8 月 9
日大阪地裁堺支部判決が体罰行為者に賠償責任を認めている。詳しくは入
澤 充「部活顧問の法的責任を迫った求償権訴訟」（季刊教育法193号、2017




 （20） 　岐阜地裁平成 5 年 9 月 6 日判決。判例時報1487号90頁以下、及び第一
法規法情報総合データベース参照。 
 （21）　スポーツ基本法前文。 



















3  　試合終了後の午後 8 時30分頃、Xに捕球練習をさせた際、失敗する
度に 1 回ずつ、合計で数回、その顔面及び頭部を平手で殴打する暴行
を加えた。



































 （28） 　2013年桜宮高校体罰事件発覚以降 1 月から 2 月の間に報道された部活
動中の体罰事例は以下の通りである。 1 月23日東京私立女子高校柔道部
で体罰、重傷、提訴（朝日新聞）、 1 月27日愛知県立工業高校陸上部監督
部員12人に体罰（朝日新聞）、 2 月 4 日京都府立高校レスリング部顧問体
罰 7 件認める（朝日新聞）、同日山梨県市立高校野球部監督バットで体罰


































の暴言を多くの部員や保護者などの面前で発した場合は 230条 1 項名誉
毀損にも該当するのではないだろうか。 
 （36） 　粟野仁雄「大阪市体罰事件で学校を擁護する保護者も」週刊金曜日オンラ
イン 2013年 1 月31日（ 1 月18日号）。 
 （37） 　運動部活動で持続可能性のある運営体制の整備のためには、部活動内の
ガバナンスの確立が重要である。白井久明・片岡理恵子・高松政裕・宮田
義晃著『Q&A学校部活動・体育活動の法律相談』（日本加除出版株式会社、
2017年、154頁以下）が参考になる。 
 （38） 　矢野博志『剣道「先師からの伝言」下巻』（体育とスポーツ出版社、2017年、
97頁）。矢野先生は、前掲上巻10頁で以下のようなことを述べている。「相
手を生かして自分も生かす、それが上位者の役割です。相手のいちばんい
い状態で稽古をするのが先生、子供の芽を摘むような稽古は指導とはいえ
ません。」 
44
 （39） 　防衛大学校教授ラグビー部監督山本巧氏に聞く。菅原哲朗・望月浩一
郎編集代表『スポーツにおける真の勝利 - 暴力に頼らない指導』（エイデル
研究所、2013年、105頁）。 
